
研究活動一覧
（本誌掲載分省略）

朝　日　　　稔（関　下　　　稔）

〈編著書〉

『クリティーク国際関係学』 東信堂 2001年４月
永田秀樹，中川涼司共編

〈論　文〉

｢アメリカ企業内貿易の特質と趨勢 『経済』 １月号 2001年１月
―国際直接投資論（２）―｣ 新日本出版社

｢グローバリゼーションの進展と 『国際経済』 52号 2001年10月
アメリカ経済の新段階｣ 国際経済学会

〈書　評〉

坂本正弘『パックス・アメリカーナと日本』 『世界経済評論』 2001年12月
Vol.45 No.12

安　齋　育　郎

〈著　書〉

『だからあなたは騙される』 角川書店 2001年４月

『不思議現象の正体を見破る』 河出書房新社 2001年５月

『地域青年運動50年史（1951－2001） 日本青年団協議会 2001年３月
―つながりの再生と創造』 市村聖冶，佛木完　他共著

〈論　文〉

｢戦時下の音楽家・映画人の価値観を考える｣ 『立命館平和研究』 第２号 2001年３月

〈その他の文筆活動〉

｢霊感を科学する43－｢霊感｣か｢神の手｣か？｣ 『上方芸能』 139号 2001年３月

｢霊感を科学する44－霊感か，科学か｣ 『上方芸能』 140号 2001年６月

｢霊感を科学する45－その手にゃ乗らぬ｣ 『上方芸能』 141号 2001年９月

｢霊感を科学する46－｢見えぬ恐怖｣と｢知らぬが仏｣｣ 『上方芸能』 142号 2001年12月

｢安齋育郎のお気軽『平和ゼミ』(連載）｣ 『原水協通信』 671号～682号 2001年１
～12月

｢21世紀の平和をめぐる動きと女性の役割｣ 『女性白書2001 2001年８月
―女性が動かす新世紀』
ほるぷ出版

｢成人式に思う｣ 『立命館大学国際平和 2001年３月
ミュージアムだより』
８巻第３号

｢主体的に生きるとは｣ 『民医連医療』 第346号 2001年６月
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｢カリスマ信仰のはて｣ 『立命館大学国際平和 2001年８月
ミュージアムだより』
第９巻第１号

｢モンタナにて｣ 『立命館大学国際平和 2001年12月
ミュージアムだより』
第９巻第２号

〈学会発表〉

Facing the Past Faithfully The 2001Mansfield Conference 2001年10月
―Reconcilliation and Coexistence “The Experience of War”

Thirty-Ninth Mansfield Lecture 
in International Relations

大　島　堅　一

〈論　文〉

「京都議定書をめぐる交渉と日本の課題」 『経済』 69号 2001年６月

「ボン合意と資金供与メカニズム」 『経済科学通信』 97号 2001年12月

〈書　評〉

飯島伸子『環境問題の社会史』 『環境と公害』 30巻４号 2001年１月

〈その他の文筆活動〉

「双曲線　京都議定書を守れるか」 『京都新聞』2001年６月 2001年６月

「COP7 日本の課題」 『中日新聞』2001年11月19日 2001年11月

imidas2002 集英社 2001年11月

大　空　　　博

〈その他の文筆活動〉

立命館国際言語文化研究所　連続講座<国民国家と 『立命館国際言語文化研究』 2001年５月
多文化社会> 第９シリーズ｢アメリカのある風景｣ 13巻１号
に関するコメント

小　木　裕　文

〈論　文〉

｢戦後馬華文学的発展軌跡1946－1965｣ 『新世紀学刊』創刊号 2001年９月
シンガポール斯雅舎出版

夏　　　　　剛

〈論　文〉

｢日本的中空･｢頂空｣（頂点の空虚）と中国的｢中空・ 『立命館国際言語文化研究』 2001年９月
頂空｣（中心・頂点に由る支配）―『日本礼法入門』 13巻２号
を手掛かりとする両国の言説・概念の一比較（１）｣

｢日本的中空･｢頂空｣（頂点の空虚）と中国的｢中空・ 『立命館国際言語文化研究』 2001年12月
頂空｣（中心・頂点に由る支配）―『日本礼法入門』 13巻３号
を手掛かりとする両国の言説・概念の一比較（２）｣
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〈研究発表〉

｢儒商・徳治｣の道：理・礼・力・利を軸とする アジア政経学会西日本部会年会 2001年６月
中国政治・日本企業の統治文化

｢孫正義とユニクロ―企業・企業家のグローバル化｣ 立命館大学比較文化研究会 2001年７月

｢中国的な国家観念・民族意識・国民自覚｣ 立命館大学国際言語文化研究所 2001年11月
プロジェクトBⅠ

｢中国の暴走・覇権大国化は有り得るか：非対称戦・ 立命館大学国際関係学部研究会 2001年11月
新恐怖戦争を含む中国空軍筋の破天荒な想定・提言
―『全球化時代の超限戦』（1999）を手掛かりに｣

加　藤　恒　彦

〈その他の文筆活動〉

｢リチャード・ライト著『ひでえぜ今日は！』｣ 『週間読書人』 2001年１月

河　村（丸岡）律　子

〈論　文〉

「世界の食料・農業と環境問題」 『クリティーク国際関係学』 2001年４月
東信堂

小　林　　　誠

〈著　書〉

｢グローバリゼーションと政治変容 片岡幸彦編『地球村の思想』 2001年10月
―加速し広域化する権力―｣ 新評論

佐　藤　　　誠

〈編著書〉

『社会開発論―南北共生のパラダイム』 有信堂 2001年４月

〈論　文〉

｢小火器拡散問題と平和構築―南アフリカの取り組み｣ 平野克己編『アフリカ比較研究 2001年３月
―諸学の挑戦』アジア経済研究所

〈書　評〉

前田啓一著『EUの開発援助政策―ロメ協定の研究 『アジア経済』 42巻５号 2001年５月
：パートナーシップからコンディショナリティへ』

武内進一編｢現代アフリカの紛争―歴史と主体―｣ 『国際政治』 128号 2001年10月

〈その他〉

International Population Movement into and from “Academic Workshop by the 2001年8月
a Globalising Japan Japan Foundation and the 

Stellenbosch Asia Project,
‘State/Society Response to 
Globalisation: Case Studies from 
Japan and Southen Africa’,
University of Stellenbosch,2-3
August 2001”
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高　橋　伸　彰

〈論　文〉

｢日本の経済協力と貧困問題｣ 『クリティーク国際関係学』 2001年４月
東信堂

〈その他〉

｢小泉首相の財政再建｣ 『エコノミスト』 毎日新聞 2001年
2001年９月４日号

｢何のための構造改革か｣ 『毎日新聞』 2001年９月
2001年９月８日（夕刊）

｢構造改革の進め方についての疑問｣ 『中央公論』 中央公論社 2001年
2002年１月号

高　橋　正　義

〈その他の文筆活動〉

｢国際協力専門家の条件｣ 『国際開発ジャーナル』 ２号 2001年10月
国際開発ジャーナル社

竹　内　隆　夫

〈論　文〉

｢タイ農村の社会経済変動と農民の都市生活適応｣ 『生活世界としての｢スラム｣』 2001年２月
古今書院

〈調査報告〉

｢出稼ぎ労働―酒造出稼ぎを中心に―｣ 『兵庫県内農村社会の変動過程 2001年３月
に関する研究』

〈その他〉

『東南アジアの工業化と地域社会の変容』（文献目録集）『東南アジアの工業化と 2001年３月
地域社会の変容』

龍　澤　邦　彦

〈著　書〉

改訂版　『宇宙法システム』（単著） 丸善プラネット 2001年１月

『社会開発論　南北共生のパラダイム』（共著） 佐藤誠編　有信堂 2001年11月

『日本と国際法の百年』（共著） 三省堂 2001年11月
第２巻『陸，空，宇宙』国際法学会編

“World’s Air Space and Free Outer Space Kluwer Law International 2001年
in the 21st Century”
H.A. Wassenbergh, Bing Chen, Doo Whan and others（共著）

〈調査報告〉

国際宇宙基地の人文科学的利用 宇宙開発事業団 2001年５月

｢宇宙産業の育成とその施策を含む我が国の 内閣府宇宙開発委員会 2001年10月
宇宙開発利用の在り方｣
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〈学会発表〉

『宇宙活動に於けるLiabilityとResponsibility』 国際法学会 2001年10月

〈講　演〉

“El Derecho Interplanetario” コルドヴァ大学 2001年９月

中　川　涼　司

〈論　文〉

｢中国のWTO加盟と電気通信事業再編｣ 国際貿易投資研究所『中国の 2001年５月
WTO加盟をめぐる諸問題に関
する調査研究』同所

「中国主要コンピュータ企業と企業家」 本田英夫編『中国コンピュータ 2001年５月
産業』晃洋書房

「「IT革命」とグローバリゼーション」 関下稔・永田秀樹・中川涼司編 2001年４月
『クリティーク国際関係学』
東信堂

〈翻　訳〉

｢中国企業情報化の現状と課題｣ 本田英夫編『中国コンピュータ 2001年５月
産業』晃洋書房

「外国企業直接投資の中国コンピュータ 本田英夫編『中国コンピュータ 2001年５月
産業に与える影響」 産業』晃洋書房

中　逵　啓　示

〈論　文〉

｢現代の紛争と核兵器拡散｣ 『クリティーク国際関係学』 2001年４月
東信堂

中　本　真生子

〈論　文〉

｢ヨーロッパ統合と「共生」｣ 『クリティーク国際関係学』 2001年４月
東信堂

永　田　秀　樹

〈論　文〉

｢人権の国際化と日本｣ 『クリティーク国際関係学』 2001年４月
東信堂

｢裁判所｣ 現代憲法研究会『日本国憲法資 2001年６月
｢違憲審査権｣ 料と判例』〔Ⅰ〕憲法の歴史・

平和・主権と統治機構〔６訂版〕
法律文化社

｢判例回顧と展望・憲法｣ 『法律時報』 73巻５号 2001年５月
大久保史郎・長岡徹・木下智史・愛敬浩二共著

〈翻　訳〉

ピエロート/シュリンク『現代ドイツ基本権』 法律文化社 2001年７月
松本和彦・倉田原志共訳
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原　　　毅　彦

〈論　文〉

｢文化って何だろう？｣ 『クリティーク国際関係学』 2001年４月
東信堂

｢文化人類学：人類学お宝島案内記｣ 『現代思想』 29巻15号 2001年11月

〈その他〉

｢アートと民族文化の表象：セッション３ 『国立民族学博物館研究報告 2001年
討論　コメント｣ 別冊』 22号

姫　岡　とし子

〈論　文〉

｢ドイツ統一十年とジェンダー｣（共著） 仲正昌樹編『ヨーロッパ・ジェ 2001年12月
ンダー研究の現在―ドイツ統一
後のパラダイム転換』
御茶の水書房

〈その他の文筆活動〉

｢買売春」「母権制・父権制」「婚姻」 『角川世界史辞典』 角川書店 2001年10月

本　名　　　純

〈論　文〉

｢国家とＮＧＯ―民主化時代のアジアの鼓動｣ 『クリティーク国際関係学』 2001年４月
東信堂

｢メガワティと国軍｣ 『インドネシアニューズレター』2001年10月
ＮＯ.36 October 16

Indonesia’s Incomplete Transition: Politics of Civilian “The Third Joint Conference of 2001年11月
Control of the Military under the Abdurrahman the Political Science Association 
Wahid Government of Japan and the European 

Consortium for Political 
Research (PSAJ-ECPR) ”
“Regional Dimensions of 
Democratic Consolidation: 
Europe and Asia,”“ Hotel 
Gimmond, Kyoto, 12-14
November 2001.”

The Military Ideology in Response to Democratic in Benedict Anderson, ed., 2001年
Pressure during the Late Suharto Era Violence and the State in 

Suharto’s Indonesia 
Cornell University Press

〈翻　訳〉

｢国連関係資料｣ 『インドネシア資料データ集― 2001年
スハルト政権崩壊からメガワ
ティ政権誕生まで』

〈その他〉

「ワヒド大統領弾劾を巡るインドネシアの 『世界週報』 ７月31日号 2001年７月
政治駆け引き」

「メガワティ政権の水面下で進む権力闘争」 『世界週報』 第82巻第49号 2001年12月
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松　下　　　冽

〈論　文〉

「国際学への招待｣ 『クリティーク国際関係学』 2001年４月
東信堂

｢グローバリゼーションとメキシコ権力構造の再編｣ 『政策科学』 ８巻３号　 2001年２月
立命館大学政策科学学会

｢メキシコにおける公共空間の創出と新しい社会運動｣ 『立命館大学人文科学研究所 2001年９月
紀要』 第77号

〈書　評〉

新藤道弘『現代キューバ経済史』 『アジア・アフリカ研究』 2001年１月
第41巻第１号

〈その他の文筆活動〉

｢ラテン・アメリカ｣ 『史学雑誌』 第110編第５号 2001年５月

南　野　泰　義

〈論　文〉

｢北アイルランド紛争における政治的暴力の構造 『社会科学年報』 第31号 2001年３月
1969－1993年｣ 龍谷大学社会科学研究所

｢一九九八年北アイルランド地方議会選挙の構造｣ 『立命館法学』 274号 2001年３月
立命館大学法学会

｢アイルランドにおけるナショナリズム運動と知識人 大阪外国語大学・「国際社会へ 2001年３月
－1840年代を中心に｣ の多元的アプローチ｡」１号

文　　　京　洙

〈編著書〉

『なぜ書きつづけてきたか，なぜ沈黙してきたか 平凡社 2001年11月
―済州島四・三事件の記憶と文学』

〈共　訳〉

白楽晴著『朝鮮半島統一論―揺らぐ分断体制』 クレイン 2001年３月

森　岡　真　史

〈論　文〉

｢取引所と市場理論｣ 『進化経済学論集』 第５集 2001年３月

｢ロシア革命における「収奪者の収奪」｣ 立命館大学人文科学研究所 2001年３月
紀要第76号

山　形　英　郎

〈論　文〉

｢同時多発テロに対する「報復」攻撃｣ 『法律時報』 74巻１号 2001年12月

〈その他〉

法律的紛争（法律問題）と政治的紛争（政治問題） 『国際法判例百選 2001年４月
―国連加盟承認に関する総会の権限事件 （別冊ジュリスト156号）』
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〈Book Review〉

“Yuji Iwasawa, Interntional Law, Human Rights British Year Book of 2001年４月
and Japanese Law” International Law Vol.71

Michel WASSERMAN

〈論　文〉

LE DERNIER POTLATCH 『立命館文学』 第567号 2001年２月
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